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ニ化傾量の発生予察に関する基礎的研~~事長報
ニ化蝶轟の地方的系統に就いて (1) 
深 谷
1・緒 雷ニ{!:蝿晶の生態に見られる地域
性ド就いては既tニ指摘Lτ置い守こが〈梶谷1947)
これ等の地域牲が異る系統を特徴歩ける色ので
あるかEうかじ批いては尚研究の儲地があるよ
うである。併し忌近著者は本審盆の冬季に於り
る休眠現象ぞ研究中互に陣れて分布し而もその
生理的i刻むた態的性質を異に才るさ思lまわる 2
群の存在するごさに気が付いたので白その知見や
こ、に報告するこミおする。術本研究は文部省
科皐研究費i二よおものであるロ
2・材制及び方法 供試材料は宮城、山形.
繭島、新潟、長野、富山、石川、梶井、鳥取、
岡山、鹿児島の11蘇下より取寄せた越冬期幼晶
であって山形、富山、鹿児島脈産のものは，1月，
下旬乃至12月上旬(1)>47)じまた爾余のものは穿.
年匁rl)ヨ降倉敵の貰験室に集められた由
冬~休眠欣態。下にある幼畠は既往の成績t二も
見られるよ 7t'C積境混度;a.高めτ飼育しτも高nI 
化ずるまて~I二長時臼ぞ要いその踊化軍事も低い
のがー殻である;そにで先づ各地産幼晶を爾面
金網強lL繕中に牧容ー長さ!(cm内外t二切断L
T之菰月・-1:-閥復きせ、これ冶小型ずシクー ター 中
もこ入れ、漁Eをは飽和献態15ι、所要温度に調節
じれ定~Il縛内に保護しすこ。叉;幼晶の移動性;æ.調
べる属、 3つの異わる温度下に於て幼畠50頑や
小型シヤーν 〈僚4cm)中に牧容一定時間内に
ここから逸脱する個値敢ぞ~C錯した。
5・5£験結果
1) 幼品の輔化前期間 争地産材料や27.0・c
の定温帯~I二抜容してその嫁I化前期聞や測定し
た結果は第1衰の如〈である。
この喰舗で昇るさ加温開始日は同じでないが
柄化的問聞の著し〈短い群さ逝じ長い;群さの2
つiこ分けられる。卸ち前者i二λる.ものさLτ山
形、新潟、寓山、石川各鯨産のものがあり、後
者には岡山、鹿児島瞭産のものがは入るd 宮城
輔島、守長野、繭升二各臓産のものは嫡化雨l明聞が
山形等のものに較べて稿長ぐなっているが先づ
昌 衣 -" 
第1表 各地慶幼虫の輔化育li期間
(後鱒温度:.!70C)
牽 鋭化宮町組問〈日)
黄金(山影〉 vw (7 81).1 17.~企0.7
" }l・'47・ '9 86.6 17.1.土O.晶
" 9.1. '垂8 30 P3.8 12.1会{l.6
" 29.1. '4B 2R 89.3 13.0ま1.6
" 4.1. "1 8 87.6 10;9土0・1
" 29.1・'48 60 88.G-10.11土0.6
岩 AC宮繊〉 ~・ IV. 処罰 26 61:i; 13.1'企0.6
山 遺(車育園) 19 1・'48 48 87.n 9.7会0.4
郡山(橿島〉 29.1. '48 盛1 61.(l 11.1!土0.5
御原{長野〉 8.1. "8 !i0 62.8 H.8:t.ηA 
富 .山 19.XI・'47 48 $5.4 17.6企0.6
会 樗 11.'・'(8 47 97.9 9.8土0.3
頑， 弁 12.1.'48 51， 81U 16.7まn.S
鳥 取 2:1・'48 30 意O~U 28.9企1.1
湯原(岡山〉 1勺.1. '48 13 。一
倉 量生 3'n.'47 50 ¥4.0 63，字会2.9
" 19.n.'47 81 1:1.6 63.7土1.3
" 9.1. '48 2o 96.0 41.8士宮.f
" 20.1・'4$ (2 73.8 30.9まO.i阿久観(鹿児島) 3.D・'(7 40 10.0 82.0:1;6.事
ものは関山、鹿児島のグル-:-;;1'にえれてよい"c:
あ乃う。
第2表各地藍幼虫め移動性 (fi.(OC)
時間 |;1炉山IPr~ー君事~ it 富山軒両立は(分} 敬語面íp~至ob一it 
5 。一 2 3.2493 。ー ，0 一
10 3 s.μ51! 3 3.4452 1 2.9盛6:'110 一
15 1 1(.0846 7 3.9197 1 IY 1 1 2.946H 
20 n 4.2937 1 4.2278 3 " 
l5 15 4.4756 11! 4.2937 1 " I 3 3.4452 
50 17 ".5875 12 4.2937 1 " I 4 3.596!l 
-45 27 5.1伺長 19 4.li94(' 3 3.44521 7 3.9197 
60 88 5.7063 16 ó.050~ 4. 135鴨9 7 " 釘) 46 6.40611 41 o.9164 8 3.8260 15 ".67ó~ 
備考 :Pl'obitは.勤般100分事のそれぞ示す.鯵i{，
前者に入るものさ見倣される。→方鳥取阪産の '.も岡山
〔・・研究第37.'・rUI-H必貰 1M7) -1-
第3表各地産幼虫の移動性 (8.60C)
時間 U.I 7fJ書富面凪山:1岡 山嵐児島
:分}埜移動-1tEr全<>bit 修.制IP.r全obitlr移m:動Ip;金ohu 
6 。一 313.“被 。一 1主.9長63
10 (i 13.，Q250 12 4.2937 q 一 3 3.445~ 
16 9 1<，.08壬C18 4.6415 1 12.9463 5 3.7184 
20 11 4手27戸 16 I>.ODOil 世 6 3.825C 
2み 16 4.475， 29 5.当019 1 " 7 3.9197 
21 4.7!lP1 34 5.4677 213.包49312 4.2937 
長5 32 J.358G u 6.1750 4， 3.5949 22 4.8490 ， 
60 3s 5.7063 .47 6.5M8 9 4.0846 3) 5.2533 
駅3 4.5 L2S1C 主76.6&48 13 長.356746 6.4051 
第4表各地産幼虫の移動性 (13.000)
時間 九岩説本ia鬼島〈分〉 移般動IPr令obitJ| 移殿動Ipi全obit 
品 5 3.71841 4 3.5949 1 2.9盛63 3 3.44:52 
10 16 4.6415 1 障 8 4.0055 
15 22 4.114901 28 5.1510 2 3.2493 -11 4.2~7S 
fZ 2D 27 5.10041 33 5.41:.15 3 3.4452 13 4.3567 
8η 3.253->1 37 5.6433 3 " 16 4. 476E 
3ヲ 35 5.52441 ~II 5.99長6 3 " 17 4.687~ 
45 42 :}.994i)! 45 6.281日 4 3.594:1 25 5.0∞q 
60 壬316.08031 46 1&.4.0511 4 I " I 30 15、259342日
90 141' 16.7'i071 4716.554811014.1584142 15.9 
一 一 一
2) 幼訟の移動性山形、富
山、l 岡山、鹿児島麟産幼品各加 川
知φ芦明性そ卒均5・40C，8‘6"C 
・汲'[y..13.( ，oCで調査した結果は
第 2-~凄iご示される如〈であ
る。
上掲の成舗を検討タるさその
移動性に於τ山形、富山蘇産の
の及び岡山、鹿児島忠慶のも
めは夫キ同様の傾向を示ずこさ
が判る。即ち低温下巳於ける前
婚の移動性lま後者のそれl二勝る
τいうこさが出来よう。
4・考 察温冬期幼晶の踊
他前期聞を調べて見るさ明かtこ
t和、休眠賦般にあるものふ東
'ほぴ北陸地方ので嚇に分布す
Jももののようにその休眠賦態!s:'
J 
極めて嵯度なものミの2群i二分りらるれ事が判
る白この雨群が果して遺侮的にその性質を異に
するものであるかどうかに就いては向今後精細
に調べ・て見る必要があるが、著者は取扱いの使
・宜t東北、北陸のー鴻i二分布し!明化前期閉め極
めて短いものや庄内系締、西日本一帯に分布し
て長い休眠明間や示すものを西国系統ミ呼栴参
るこさにする 3 僻尾崎氏(1940)ぽ蟹知里寝屋の
材料でこの桶弘前明治ぞ調査し出喝が、その
成績によるさこわは明かに西国系統に入るこさ
が判るロ雨系統の大腫の分布ぞ示じたのが第1
聞であるが、ここに興味深いのは金津、福井間
で示される差異が畏岡(新潟、柳原(長妻子〉閣
の差異に相官する主ごである。
向踊化前期聞を考，える揚合、前年2化!関の鷲
蛾時期の早晩そ一路念踊に置かねばならない。
一般に東北、北陸地方では第2化鉱の聾蛾最盛
期が大韓8月!O目前後であるの巳反し、西日本.
では8月20頃で多少蓮れている6併しこうした
2化朋に於ける叢生期の早晩が盟年の1fヒ期の
早晩にあまり関係しないこさは、この雨者聞に
相聞のないきいう一般的声質カγち首肯出来る所
であるD 叉輔化前期間の長短も何か噴境的なも
のの影響ではないかさも考えられるが餅し例え
ば12月に於ける賞験結果にも見られるよきな山
第 1園 二化旗晶の系統分布図
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翼手、富山17目、岡山、鹿児島62-63日ざいう大
差はどうじτも失キの系統に特有の内的傾向で
あるさ考えなければ一寸説明出来ない。叉西国
系統のものの掲死率が庄内系統に比しτ著し〈
高いこさもi主旨じなりればならない白
一方、その移動性を時間的移動曲線 (Tlme
migtatioD伺円めで見るさ、山形、富山脈産の
.ものは 5.40Cの低調下で出丁度13.υ・cで見られ
第2聞 各地産螺訟の時間的移動曲締
(Probitで豊島形じたもの}
1， J， 11;t.i!是々碩境温度 5.400;8.600， 13.00C Iこ
俊げる波書巨;綻純弘移際政百倉揮の Probi~ 横織は
鑓週日fl簡(~)の劃歓; 0: 富山;~.x :山形，・2鹿児
島， 0:岡山.
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る岡山、鹿児島厭産のそれさ同様の傾向令示し
ているこさがキ1)るゐ併しこの後者め回蹄綿め受
り方は l:W・C 以下では常に上に向つτ凹肢を
示すが4庄内系統T怯温度の上嘉するに伴つで
，凹蹴から量線に、それから凸献に焚る傾向のあ
るこさが窺はれる(第2咽h こhを委するに山
形、富山賑産のものは岡山、鹿児島賑産のもの
に比ιて低温下に於けお移動牲が著じ<::;尽きい
きいうこミiこえtるが、若むこの移動性の強弱前
康〈各系統の特性三結びつくこさになるさ鹿沼
的lこも興味ある問題が生じて来る。即ち庄内で
は幼織の移動牲者?利用して越冬前に4タVリ華
内、tこ幼識を誘致しこれを焼費1するさいう能運転的
な防除法が構ぜられtいるが〈岡崎・ 1938;1917)
とめ方法は廉〈庄内系統二化旗畠の誘殺法さじ
τ採用される可能性がある。
叉上越したように庄明系統の惰眠が冬期仁於
て軽産であるさす祇ば、その直前化期、従って沼
化朋も春季以降の境境担度に張〈支配されるで
あろうさ推測されるが、.事貰岡崎氏 (1946)の
伊掠それを裏討しτいる由 、
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